
目標 拡大 残数

勝　立 3 1 2

米生延命 3 3

船　津 3 2 1

松　原 2 2

白　光 3 2 1

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 1 1

歴木Ｂ 2 1 1

田　隈 4 3 1

橘 5 5 ☆

高　田 2 2

大　和 3 3

瀬　高 2 2

山　川 2 1 1

南　関 3 2 1

荒　尾 4 9 ☆

事業所 8 13 ☆

合　計 54 42 12

（１） ２０１５年 １１月１日 あ し ば 第５１４号
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▼
趣
味
の
バ
イ
ク
で
の
ツ
ー

リ
ン
グ
途
中
、
不
注
意
か

ら
ス
リ
ッ
プ
転
倒
し
て
小

指
を
骨
折
し
て
し
ま
い
16

日
間
固
定
、
そ
れ
だ
け
で

指
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て

曲
が
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ

リ
を
お
こ
な
っ
て
３
週
間

ほ
ど
経
ち
ま
す
が
少
し
曲

が
る
程
度
で
未
だ
ほ
と
ん

ど
曲
が
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
れ
に
し
て
も
い
ま
す

が
こ
ん
な
に
小
指
が
曲
が

ら
な
い
と
不
自
由
だ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

箸
を
持
っ
た
り
鉛
筆
を
持
っ

た
り
す
る
と
き
は
少
し
違

和
感
が
あ
る
だ
け
で
す
が
、

小
さ
い
も
の
を
持
っ
た
り
、

小
銭
を
握
っ
た
り
す
る
と

き
に
充
分
に
握
る
こ
と
が

出
来
ず
力
も
入
り
ま
せ
ん
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る

時
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

普
段
は
何
と
も
思
わ
な
い

身
体
の
パ
ー
ツ
の
大
切

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

▼
真
直
ぐ
に
繋
ぐ
た
め
？

に
プ
レ
ー
ト
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

プ
レ
ー
ト
を
埋
め
込
む

た
め
に
「
全
身
麻
酔
」

を
お
こ
な
っ
て
の
手
術

で
し
た
。
こ
の
手
術
の

お
か
げ
で
３
年
前
の
脳

梗
塞
の
検
査
を
お
こ
な
っ

た
ら
「
治
療
・
予
防
の
必

要
な
し
」
「
ボ
ケ
な
し
」

で
し
た
。
「
怪
我
の
功
名
」

い
つ
も
前
向
き
に
考
え
て

い
ま
す
。

あ
か
り
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
７
月
17
日
生
ま
れ

梅
津

誠
さ
ん
（
荒
尾
）

大
牟
田
支
部
は
２
０
０

８
年
７
月
現
勢
１
０
９
７

人
が
最
高
の
組
織
数
で
し

た
が
、
み
な
さ
ん
の
声
掛

け
や
行
動
で
、
９
月
末
の

現
勢
は
組
織
数
１
１
０
２

名
と
な
り
、
過
去
最
高
の

峰
を
記
録
し
ま
し
た
。
秋

の
拡
大
月
間
も
11
月
に
入

り
残
り
１
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
支
部
目
標
54
名
に

対
し
、
現
在
（
10
月
27
日

時
点
で
）
42
名
の
拡
大
で
、

あ
と
12
名
で
達
成
で
す
。

組
織
数
更
新
の
勢
い
で

全
分
会
の
目
標
達
成
め
ざ

し
、
支
部
の

目
標
を
必
ず

達
成
さ
せ
、

組
織
を
大
き

く
し
要
求
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
声
掛
け
や

紹
介
が
拡
大
に
つ
な
が
っ

り
っ
て
い
ま
す
。
労
災
保

険
や
雇
用
保
険
、
社
会
保

険
未
加
入
問
題
で
の
相
談

で
事
務
所
へ
の
問
合
せ
も

き
て
い
ま
す
。

10月18日の中間決起集会で支部目標達成めざし団結

10
月
13
日
、
本
部
宣
伝

カ
ー
を
石
本
支
部
長
と
大

橋
副
支
部
長
が
運
行
。
大

牟
田
支
部
管
内
で
現
場
に

立
ち
寄
り
な
が
ら
拡
大
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

街
頭
で
は
消
費
税
増
税
反

対
も
訴
え
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
日
）
は
全

県
一
斉
宣
伝
行
動
と
し
て
、

県
内
全
域
で
20
万
枚
の
チ

ラ
シ
配
布
の
宣
伝
行
動
が

行
わ
れ
、
大
牟
田
支
部
で

は
分
会
ご
と
に
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
に

配
布
し
全
体
で
１
８
６
名

の
参
加
で
し
た
。
田
隈
分

会
で
は
新
旧
班
長
や
家
族

へ
参
加
を
呼
び
か
け
、
目

標
の
２
割
動
員
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
よ
り
拡
大
本
月
間

に
入
り
、
各
分
会
で
拡
大

出
陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
旧
の
分
会
役
員
・
班
長

が
集
ま
り
、
班
長
の
引
き

継
ぎ
と
、
今
年
の
拡
大
行

動
の
方
針
や
組
合
員
さ
ん

へ
の
呼
び
か
け
の
徹
底
な

ど
を
確
認
し
、
拡
大
達
成

へ
の
意
思
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

南
関
分
会
の
秋
山
分
会

長
は
「
前
年
度
目
標
達
成

し
た
の
で
今
年
度
も
目
標

達
成
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
！
」

と
参
加
し
た
仲
間
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

本
月
間
の
出
陣
と
し
て

交
差
点
で
の
「
は
い
ろ
う
！

福
建
労
」
早
朝
宣
伝
を
支

部
役
員
や
担
当
分
会
役
員
、

書
記
で
10
月
２
日
に
橘
交

差
点
（
10
名
参
加
）
、
15

日
に
唐
船
交
差
点
（
11
名

参
加
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

通
勤
者
へ
福
建
労
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
現
場
に
向
か
っ

て
い
る
仲
間
へ
拡
大

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

連続達成がんばる（南関分会出陣式）

荒尾分会では青年部

にも参加を呼びかけました

岡はちさん㊤と

共演の宮本さん

唐船交差点での宣伝



２０１５年 １１月１日 あ し ば 第５１４号 （２）

10
月
25
日
（
日
）
レ
ス

ポ
ア
ー
ル
久
山
に
て
県
本

部
幹
部
学
校
が
開
催
さ
れ
、

支
部
役
員
と
書
記
の
13
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
「
戦
ば
ぬ

と
ぅ
ど
ぅ
み
」
と
い
う
沖

縄
の
辺
野
古
の
海
を
埋
め

立
て
、
米
軍
基
地
が
作
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
命
が
け
で
反
対
し
て
い

る
住
民
運
動
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
が
上
映
。

午
後
か
ら
は
、
全
建
総

連
の
奈
良
組
織
部
長
か
ら

「
仲
間
の
力
を
集
め
、
強

く
大
き
な
組
合
を
つ
く
ろ

う
」
と
講
演
が
あ
り
、
出

陣
式
の
中
で
大
牟
田
支
部

は
拡
大
率
と
行
動
率
、
ニ
ュ
ー

ス
発
行
数
の
３
冠
を
ね
ら

う
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。
。

【
鳥
巣
喜
治
副
支
部
長
】

映
画
を
見
て
、
沖
縄
県

民
の
沖
縄
を
守
る
、
子
供

を
守
る
必
死
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
戦
争
は
絶

対
反
対
。
安
倍
政
権
を
早

く
退
陣
さ
せ
る
。
そ
の
為

に
、
組
合
員
・
家
族
が
団

結
し
て
組
織
の
拡
大
に
協

力
し
て
い
く
。

【
永
江
良
一
副
支
部
長
】

映
画
を
見
て
、
17
才
の

青
年
が
沖
縄
の
基
地
反
対

に
力
を
入
れ
頑
張
っ
て
い

る
の
に
、
涙
し
ま
し
た
。

戦
後
70
年
の
平
和
な
日
本

を
憲
法
９
条
で
守
っ
て
い

く
べ
き
で
す
。

【
田
中
健
二
執
行
委
員
】

や
は
り
、
分
会
会
議
だ

け
で
な
く
班
会
議
を
行
う

べ
き
と
思
い
ま
し
た
。
新

加
入
者
教
室
の
大
切
さ
も

わ
か
り
、
役
員
と
し
て
の

行
動
や
言
動
を
学
ん
だ
。

【
江
崎
敏
副
分
会
長
】

組
合
員
へ
の
訪
問
、
対

話
が
大
切
。
そ
し
て
、
行

事
に
参
加
の
呼
掛
け
も
大

事
と
感
じ
た
。

【
宮
地
一
之
執
行
員
】

幹
部
学
校
は
良
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
組
合
の

運
動
に
協
力
し
て
い
こ
う
。

国
は
直
ち
に
じ
ん
肺
を

根
絶
せ
よ
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
補
償
と
根
絶
を
、

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
基
金
の

創
設
を
、
と
第
26
回
「
な

く
せ
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス

ト
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
は

じ
ま
り
、
地
元
大
牟
田
で

は
５
日
に
玉
名
労
働
基
準

監
督
署
、
６
日
に
大
牟
田

労
働
基
準
監
督
署
と
大
牟

田
・
荒
尾
の
両
市
役
所
に

対
し
て
要
請
と
懇
談
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
福
建
労

か
ら
は
石
本
支
部
長
と
中

嶋
書
記
長
が
参
加
。

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築

物
の
解
体
・
修
理
、
廃
棄

物
処
理
を
は
じ
め
、
そ
の

実
態
を
調
査
し
た
う
え
、

ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
防
止
の

徹
底
を
図
る
よ
う
監
督
を

充
分
に
実
行
し
、
指
導
す

る
こ
と
。
な
ど
数
項
目
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
要
請

し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

建
築
物
並
び

に
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と

が
判
明
し
て

い
る
建
築
物

の
所
在
が
分
か
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
そ

の
情
報
を
住
民
に
周
知
さ

せ
る
対
策
を
行
う
よ
う
に

要
請
し
ま
し
た
。

６
日
の
夜
に
は
、
福
建

労
大
牟
田
支
部
で
同
キ
ャ

ラ
バ
ン
大
牟
田
集
会
が
開

催
さ
れ
、
米
の
山
病
院
橋

口
俊
則
院
長
よ
り
「
じ
ん

肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
知
見

に
つ
い
て
」
の
講
演
と
九

州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

の
現
状
に
つ
い
て
、
弁
護

団
よ
り
報
告
を
う
け
、
原

告
団
の
石
原
さ
ん
と
石

橋
さ
ん
よ
り
支
援
の
訴

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
27
日
（
日
）
13
時

よ
り
支
部
会
館
に
て
、
新

年
度
の
支
部
役
員
・
分
会

三
役
合
同
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
総
勢
37
名
が
参

加
し
、
始
め
に
基
礎
講
座

と
し
て
福
岡
勤
労
者
学
習

協
会
の
佐
藤
大
助
さ
ん
を

講
師
に
、
労
働
組
合
の
運

動
や
そ
の
役
割
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
加
入
者
教
室
用
と
大
牟

田
支
部
50
周
年
記

念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
、
組
合
業
務
に

つ
い
て
の
学
習
を

し
て
、
最
後
に

「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
！
」
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
終

了
後
は
懇
親
会
を

行
い
意
見
交
換
で

大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

ま
た
、
９

月
29
日
（
火
）

に
は
、
支
部

会
館
２
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
10
月

か
ら
任
務
に
就
く
新
分
会

役
員
と
班
長
さ
ん
の
合
同

会
議
と
秋
の
拡
大
中
間
決

起
集
会
を
開
催
し
１
２
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
て
班
長

の
役
割
と
任
務
に
つ
い
て

学
び
あ
い
、
秋
の
運
動
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

建
設
労
働
者
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、

福
建
労
が
も
っ
と
大
き
く

強
く
な
る
こ
と
が
不
可
欠

と
「
秋
の
組
織
拡
大
」
を

成
功
さ
せ
る
決
意
を
固
め

あ
い
ま
し
た
。

分会役員・新班長で決起集会

10
月
23
日
（
金
）
18
時

よ
り
、
博
多
の
音
羽
公
園

に
て
「
消
費
税
大
増
税
ス

ト
ッ
プ
10
・
23
県
民
集
会
」

が
行
わ
れ
、
大
牟
田
支
部

か
ら
は
３
名
が
参
加
し
、

全
体
で
５
０
０
名
で
し
た
。

集
会
で
は
、
福
建
労
を

代
表
し
て
大
橋
副
支
部
長

が
建
設
業
界
の
増
税
に
よ

る
経
営
難
と
、
生
活
の
困

窮
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
は
博
多
駅
前
ま

で
、
「
増
税
反
対
！
」

「
生
活
ま
も
れ
！
」
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な

が
ら
デ
モ
行
進
を
し
ま
し

た
。

今
年
も
街
角
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
建
労
も
参
加
し
て
い
る

大
牟
田
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実

行
委
員
会
は
、
09
年
か
ら

学
校
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
か
ら

街
角
へ
出
て
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
実
施
。
通
学
路
や
地

域
を
歩
い
て
ま
わ
り
、
危

険
な
場
所

や
改
善
が

必
要
な
個

所
が
あ
れ

ば
、
大
牟

田
市
や
県

に
改
修
な

ど
の
要
請

を
し
て
い

ま
す
。

10
月
26
日

は
草
木
地

域
、
28
日
に
は
龍
湖
瀬
地

域
を
実
施
。
11
月
４
日
は

健
老
町
、
５
日
は
藤
田
町

地
域
で
実
施
予
定
で
す
。

毎
年
要
請
し
た
場
所
は
、

す
ぐ
に
工
事
に
つ
な
が
っ

た
り
と
、
仕
事
お
こ
し
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
交
差
点
の
改
善
、

道
路
の
補
修
、
側
溝
の
蓋

修
復
、
が
け
崩
れ
防
止
、

通
学
路
で
の
水
路
へ
の
転

落
防
止
な
ど
が
要
請
項
目

と
し
て
あ
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
結
果
を
ま
と
め
て
市
や

県
に
11
月
末
に
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

今年７月13日より始まった福岡高裁で

のたたかいの２回目の期日が12月14日に

開かれます。地裁では国の責任は認めら

れたものの企業責任と一人親方の補償に

ついては棄却されました。高裁でこの壁

を突き破ることが重要です。当日は、支

部からも支援参加として福岡高裁へ行き

ます。みなさんの参加をお願いします。

500名の参加者にうった

える大橋副支部長 アスベスト根絶訴える（荒尾市）

本部目標達成は一番のり 地元の方と一緒にｳｫｯﾁﾝｸﾞ



４
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

健
老
町

５
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

藤
田
町

５
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

８
～
９
日

足
場
作
業
主
任
者
講
習
会

県
本
部
会
館

10
日
（
火
）
健
康
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

組
合
事
務
所

12
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

15
日
（
日
）
南
関
分
会
住
宅
デ
ー

関
所
ま
つ
り

15
日
（
日
）
青
年
部
県
委
員
会

県
本
部
会
館

16
日
（
月
）
早
朝
宣
伝
行
動

船
津
交
差
点

19
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実
行
委
員
会

新
婦
人

19
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

22
日
（
日
）
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
ウ
ォ
ー
ク

諏
訪
公
園

24
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

24
日
（
火
）
ア
ス
ベ
ス
ト
企
業
交
渉

25
日
（
水
）
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

組
合
事
務
所

25
日
（
水
）
予
算
要
求
中
央
総
決
起
集
会

東
京

28
～
29
日

労
災
職
業
病
九
州
セ
ミ
ナ
ー

佐
賀
市

30
日
（
月
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

30
日
（
月
）
中
建
保
険
証
交
付
会

組
合
事
務
所

１
日
（
火
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

２
日
（
水
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

６
日
（
日
）
足
場
従
事
者
特
別
教
育

組
合
事
務
所

７
日
（
月
）
愛
好
会
コ
ン
ペ
・
総
会

玉
名
CC

８
日
（
火
）
健
康
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

県
本
部
会
館

11
日
（
金
）
県
組
織
対
策
分
会

県
本
部
会
館

新

組

合

員

さ

ん

紹

介

者

氏

名

職

種

所
属

氏

名

所
属

戸
上

孝
明

電

工

荒

尾

高
口

修

荒

尾

中
島

一
道

防
水
工

事
業
所

事

業

所

古
賀

康
隆

土
木
工

大

和

事

業

所

境

翔

溶
接
工

白

光

境

親
博

勝

立

酒
井

一
光

大

工

甘

木

酒
井

義
雄

橘

西
田

晋

土

工

南

関

三
浦

義
光

南

関

木
下

稔
英

鉄

工

白

光

川
﨑

直
人

白

光

永
松
み
は
る

事
務
員

南

関

永
松

史
人

南

関

古
賀

知
敏

人

夫

山

川

永
江

良
一

山

川

（３） ２０１５年 １１月１日 あ し ば 第５１４号

10
月
８
日
（
木
）
組
合

事
務
所
２
階
の
「
寿
の
間
」

に
て
、
70
歳
以
上
の
組
合

員
さ
ん
へ
の
「
敬
老
祝
い

金
授
与
式
」
と
「
い
つ
ま

で
も
元
気
で
頑
張
る
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

式
典
は
４
部
構
成
で
、

第
１
部
は
、
福
岡
勤
労
者

学
習
協
会
の
佐
藤
大
助
さ

ん
を
講
師
に
招
き
「
税
と

社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

と
題
し
て
、
安
倍
政
権
に

よ
る
社
会
保
障
の
切
り
捨

て
の
実
態
と
、
年
金
受
給

額
の
減
額
と
税
金
・
保
険

料
の
増
加
に
よ
る
高
齢
者

の
生
活
の
困
窮
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
元
気
に
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
伝

承
の
喜
劇
文
化
「
劇
団
肥

後
仁
○
伽
」
の
森
都
か
お

る
さ
ん
、
ば
っ
て
ん
荒
川

Jr
イ
サ
オ
さ
ん
の
観
劇
を

行
い
ま
し
た
。
森
都
か
お

る
さ
ん
の
見
事
な
早
替

り
七
変
化
と
歌
に
手
拍

子
で
合
わ
せ
参
加
者
は

一
体
と
な
り
、
ば
っ
て
ん

荒
川
Jr
イ
サ
オ
さ
ん
の
軽

快
な
ト
ー
ク
で
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

第
３
部
は
、
「
大
牟
田

支
部
50
年
の
歴
史
の
教
訓

に
学
び
、
更
な
る
飛
躍
を

か
ち
と
ろ
う
！
」
と
題
し

「
秋
の
組
織
拡
大
月
間
」

の
決
起
集
会
を
行
い
、
更

な
る
組
織
拡
大
へ
の
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。

第
４
部
は
、
敬
老
祝
い

金
の
授
与
式
で
「
敬
老
祝

い
金
」
と
「
祝
饅
頭
」
授

与
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
会
場
を

隣
り
の
「
鳳
凰
の
間
」
へ

移
し
、
大
牟
田
支
部
50
周

年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
会
食
、
歓
談
で

楽
し
み
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
日
）
朝
か

ら
一
斉
宣
伝
を
各
分
会
で

行
い
、
午
後
２
時
か
ら
Ｊ

ボ
ウ
ル
で
97
名
の
組
合
員

と
家
族
が
集
ま
っ
て
分
会

対
抗
団
結
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
、
団
体
戦
で

は
橘
分
会
が
１
位
、
２
位

に
荒
尾
分
会
、
３
位
は
船

津
分
会
で
個
人
戦
で
は
、

荒
尾
分
会
の
角
田
輝
男
さ

ん
が
優
勝
し
、
準
優
勝
は

白
光
分
会
の
木
下
博
之
さ

ん
、
３
位
は
甘
木
分
会
の

浦
益
美
さ
ん
で
し
た
。
表

彰
式
と
秋
の
拡
大
中
間
決

起
集
会
を
開
催
し
、
拡
大

月
間
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
組
合
員
・
家
族
の
協
力

で
目
標
達
成
へ
各
分
会
で

「
団
結
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
こ
う
」
と
、
最
後
に
み

ん
な
で
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
や
っ
て
く
だ

さ
い
と
の
意
見
も
。

最
後
に
最
下
位
は
小
山

田
書
記
で
し
た
。
小
山
田

君
来
年
は
ガ
ン
バ
レ
!!

（
鳥
巣
通
信
員
）

秋
の
健
康
診
断
会
が
親

仁
会
の
医
療
機
関
で
順
次

行
わ
れ
、
春
の
健
診
会
で

受
診
で
き
な
か
っ
た
方
が

受
診
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
把
握
と
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
為
に

も
、
年
に
一
度
は
必
ず
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
健
診
を
受
け
て
な

い
方
も
、
親
仁
会
の
医
療

機
関
に
直

接
連
絡
し

て
予
約
す

れ
ば
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程
を
決
め
ら
れ
た
ら
組

合
事
務
所
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
建
国
保
に
加
入
し
て

い
る
方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
と
、

一
人
に
つ
き
２
千
円
の
補

助
金
が
で
ま
す
。
予
防
接

種
を
受
け
た
方
は
、
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

と
記
載
さ
れ
た
領
収
書
の

原
本
」
ま
た
は
「
接
種
済

証
明
書
」
を
持
っ
て
組
合

事
務
所
へ
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
中
建
た
よ
り
」

11
月
号
の
７
ペ
ー
ジ
記
載
。

血圧検査と採血

ばってん荒川Ｊｒイサオさん↑

↑まだまだ現役の橘分会・中村春馬さん（84歳）

ストライクとるぞ！

重たいな～

賞品もらったよ
当日賞は歴木Ａ

前原秀吉さん

角田さん(中)

浦さん(左)、木下さん(右)

10
月
か
ら
入
職
致
し
ま

し
た
宮
﨑
で
す
。
日
々
の

学
び
を
大
切
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮﨑実可書記

→奥様方も

笑顔で拍手

森都かおるさんの七変化

↓トークで

大笑い
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